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安野光雅の世界展
－日本の原風景から平家物語まで－
新米子市誕生10周年を記念して、４月25日
から米子市美術館で「安野光雅の世界展－日
本の原風景から平家物語まで－」が開催され
ます。
関連記事：Ｐ10「美術館通信」

４
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米子市が歩んだ 10 年を写真とニュースでふりかえります。

2005
（平成17年）

2006
（平成18年）

2007
（平成19年）

2008
（平成20年）

2009
（平成21年）

◆
新
「
米
子
市
」
誕
生

◆
「
伯
耆
の
国
よ
な
ご
文
化
創
造
計
画
」
が
始
動

◆
中
海
が
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
に
登
録
さ
れ
る

◆
市
の
花
と
鳥
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定

◆
米
子
城
跡
が
国
の
史
跡
に

◆
新
米
子
市
総
合
計
画

「
米
子
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
策
定

◆
淀
江
地
区
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
開
始

◆
ご
み
の
有
料
化
ス
タ
ー
ト

◆
中
海
市
長
会
発
足

◆
環
日
本
海
拠
点
都
市
会
議　

米
子
で
開
催

◆
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

◆
市
有
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
実
施

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券「が

い
な
米
子
商
品
券
」
発
行

◆
定
住
自
立
圏
構
想　

米
子
市
と
松
江
市
が
「
共

同
中
心
市
宣
言
」、「
中
海
圏
域
の
定
住
自
立
圏

の
形
成
に
関
す
る
協
定
」
締
結

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
記
念
品
贈
呈
始
ま
る

新「米子市」誕生淀江地区ＣＡＴＶ放送開始

「ふるさと納税」記念品
贈呈始まる

環日本海拠点都市会議　米子で開催 米子城跡が国の史跡に



2010
（平成22年）

2011
（平成23年）

2012
（平成24年）

2013
（平成25年）

2014
（平成26年）

◆
第
２
次
米
子
市
行
財
政
改
革
大
綱
と

そ
の
実
施
計
画
を
策
定

◆
「
新
修
米
子
市
史
」
完
結

◆
皆
生
温
泉
開
湯
１
１
０
周
年
記
念

◆
第
２
次
米
子
市
総
合
計
画

「
米
子
い
き
い
き
プ
ラ
ン
２
０
１
１
」
を
策
定

◆
記
録
的
な
大
雪　

市
内
各
所
で
大
き
な
被
害

◆
台
風
12
号
で
避
難
指
示

◆
市
民
自
治
基
本
条
例
施
行

◆
米
子
市
暴
力
団
排
除
条
例
施
行

◆
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
が
発
足

　

愛
称
は
「
だ
ん
だ
ん
サ
ミ
ッ
ト
」

◆
図
書
館
・
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

◆
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会
開
催

◆
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行

◆
米
子
市
公
会
堂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

◆
流
通
業
務
団
地
へ
の
進
出
率
が
100
％
に

◆
米
子
市
議
会
基
本
条
例
お
よ
び

　

米
子
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

「新修米子市史」完結

記録的な大雪　市内各所で大きな被害

図書館・美術館リニューアルオープン

米子市公会堂リニューアルオープン



【体育功労賞】
ス キ ー　樋口　　茂　　剣 道　山根　範夫
ソフトボール　矢瀧　賢二　　バスケットボール　松田　一三
野 球　高橋　精一　　バ レ ー ボ ー ル　藤野　　弘
陸 上　遠田佳代子　　ボ ー ト　小玉　隆喜

【スポーツ特別賞】
ボ ー ト　古田　直輝
　　　　　　高島　美晴
水 泳　武良　竜也
　　　　　　三上紗也可

【優秀指導者賞】
ラ グ ビ ー　坂口　恒久

バスケットボール　長谷川　浩

陸 上　藤原真二郎

　平成26年度米子市体育協会スポーツ表彰式が、２月14日に文化ホールで開かれました。	 	
　この表彰は、永年スポーツの普及に尽くされた人や選手の育成強化に努められた指導者、または平成26年度中に優
秀な成績を収められた選手・団体に贈られるものです。今回受賞された方（団体）は、次のとおりです。（順不同・敬称略）

■問合せ　体育課（☎２３－５４２６）

【スポーツ賞（個人）】
アーチェリー　實重えりか　　　ウエイトリフティング　錦織　　亮
カ ヌ ー　岡本　亮磨　　　体 操　岸田　鈴菜
フライングディスク　岡本　　崇　　　弓 道　田中　彩生
空 手 道　佐古凜太郎、平新　涼雅、梅原佳太郎、宮村　元也
　　　　　　　岩佐　　愛、金森　穂花
柔 道　上定　真子、山崎駿太郎、結城　　仁、森　　達哉
　　　　　　　小笹　　祐
セーリング　西尾　知美、景山　優生
ソフトテニス　小谷　真由、松本　美紀
卓 球　大畑ひかり、但井　友美
テ ニ ス　岡田　　彩、坂本　美優
バドミントン　生本　和規、坂口　拓未、中原　拓也、西原　正崇
　　　　　　　米田　翔平、赤田　尚輝、安部　葉月、角田　聡子
　　　　　　　安戸ひろみ、瀬川　友紀、黒田こずゑ、梅林　尚美　
　　　　　　　長原　梨花、森山理恵子、吉野絵美子、山下　実月
ボウリング　坂根　　樹、波多野晃雄
ボ ー ト　境　乃梨子、野口　皓平、林原　　悠、梶谷　啓介
　　　　　　　寺井　昇平、永井　理湖
水 泳　安田　　舞、前田　花奈、清水　　咲、鶴田　真美
　　　　　　　近藤　優妃、塩澤　穂香、落部緋菜子、平林　優花
　　　　　　　本田　沙羅、村田　静也
ライフル射撃　長尾　拓哉、保田　智史
陸 上　山脇　克海、河野恵里花、谷　　悠聡、東島　清純
　　　　　　　藤井　真夜、大石　直徹、大森真歩子、遠藤　菜々

【スポーツ賞（団体）】
野 球　養和会、米子北高等学校硬式野球部
ゲートボール　米子クローバーＺ
バドミントン　米子北高等学校バドミントン部
　　　　　　　米子松蔭高等学校男子バドミントン部
ボ ー ト　米子南高等学校、鳥取県選抜
ソフトテニス　鳥取県チーム、米子松蔭高等学校女子ソフトテニス部
サ ッ カ ー　米子北高等学校サッカー部
剣 道　米子松蔭高等学校女子剣道部
空 手 道　米子北高等学校空手道部
水 泳　米子ダイビングクラブ
弓 道　鳥取県選抜

【スポーツ奨励賞（個人　小学生）】
体 操　清水　夢実、手嶋　恵利、本池　佳乃、山西　良明
　　　　　　　岩尾希良人、福井　陽子、三代　優乃、浦　　彩倖
空 手 道　梅原　千佳、花井　陽向、前田　陽飛、鳥本　瑞華
少林寺拳法　石原　　匠、荒川　大樹、奥田りりこ、菅　　月紗
　　　　　　　杉村紳之介
な ぎ な た　青山　芽生、足穂日向大
ボウリング　南　　佑一
水 泳　浦川湖乃栞、髙原　　蓮、長岡　真菜、本田　翔偉
　　　　　　　松本　啓太、森　　　慈、安田　朋弘、山里　大翔
　　　　　　　有富　一真、岸本浩太朗、杉村　一蕗、立林　一真
　　　　　　　吉持　陽貴、足立　彩笑、岩崎　　巧、吉持　達貴
　　　　　　　上杉　了以、長谷　星奈、森　　洸大、上杉　　凛
　　　　　　　安田夕弥乃
陸 上　宮平　亜美、井田　航太、井上　彩音、角　　良子
　　　　　　　田村　倫子、筧　光希也、松本　　葵

【スポーツ奨励賞（個人　中学生）】
空 手 道　伊坂　夏希、近田　繭子、吉田　千笑
柔 道　相見　和沙、内海　宏平
少林寺拳法　西村　勇哉、金尾　莉奈
な ぎ な た　伊藤　優希
ボウリング　脇　　力也
水 泳　森　　　涼、矢倉　涼佑

【スポーツ奨励賞（個人　高校生・学生）】
ボウリング　水野　貴護
カ ヌ ー　恩田　晃壮
卓 球　石塚　智大、河本　航大
テ ニ ス　橋本侑太郎、松本　響介
バドミントン　宮原　愛実、渡邉　佳太、山﨑　　茜
水 泳　安達　咲歩、實近　優努、田平　裕大
陸 上　小谷　健太、薮原　有綺、勝部　侑磨、亀井信之介
　　　　　　　楠本　涼華、松井　千佳、田川　　桜、坂本　奈未

【スポーツ奨励賞（個人　一般）】
少林寺拳法　石原広一郎
ソフトテニス　森本　　勲、木下　美江、野室　弘子、福田　寛巳
　　　　　　　青砥　三幸、須藤　　繁、秋葉　　泉
ライフル射撃　渡邉　　学、長尾　彩加
陸 上　太田　時子、前畑　良一
卓 球　金坂　義和、中嶋　達也、松浪　修二
ス キ ー　川端　大介

【スポーツ奨励賞（団体）】
サ ッ カ ー　尚徳中学校サッカー部
柔 道　米子市少年柔道団
少林寺拳法　米子西道院拳友会
卓 球　米子工業高等専門学校卓球部
テ ニ ス　米子工業高等専門学校テニス部
野 球　車尾スポーツ少年団野球部
バウンスボール　米子産体バウンスボールクラブ
　　　　　　　大高バウンスボールクラブ
　　　　　　　住吉こすもす
バスケットボール　米子工業高等専門学校バスケットボール部
　　　　　　　福米中学校女子バスケットボール部
　　　　　　　福米西ミニバスケットボール
バドミントン　米子工業高等専門学校バドミントン部
バレーボール　米子工業高等専門学校バレーボール部
　　　　　　　住吉男子バレーボール部
ハンドボール　米子工業高等専門学校ハンドボール部
水 泳　米子工業高等専門学校水泳部（男子400ｍリレー、
　　　　　　　男子400ｍメドレーリレー、女子200ｍリレー）
　　　　　　　福米中学校水泳部
　　　　　　　福米東小学校　メドレーリレーチーム
　　　　　　　福米東小学校　フリーリレーチーム
　　　　　　　伯仙小学校　メドレーリレーチーム
　　　　　　　伯仙小学校　フリーリレーチーム
　　　　　　　米子市小学生男子選抜チーム
　　　　　　　米子市小学生女子選抜チーム
陸 上　米子工業高等専門学校陸上部（女子４×100ｍリレー）
　　　　　　　福米中学校陸上部



第５回　
「
平
成
の
米
子
市
都
市
景
観
施
設
賞
」は
、

米
子
市
内
で
平
成
元
年
以
降
に
新
築
、
改

築
、
改
修
さ
れ
、
良
好
な
都
市
景
観
の
形

成
に
貢
献
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
施
設

を
募
集
し
、
優
秀
な
施
設
を
表
彰
し
広
く

紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
景
観
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
、
審
査
が
終
了
し
、
受
賞
施
設
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
５
２
９
３
）

戸建住宅規模程度のもの…戸建住宅（錦海町、八田邸）
　この施設は錦海団地
内にある戸建住宅です。
20年前に建築された住
宅で、前面道路から見て
左右対称の建物形態と共
に、片流れの大屋根と屋
根頂部に施されたデザイ
ンによって、寺社建築の
ように洗練され風格もあ

る建物外観となっています。建物前面に施された石垣と植栽も丁寧に管
理されており、これらと建物は年月を経て深みを増すようなおもむきと
潤いのある景観を作り出しています。

戸建住宅規模程度を超える規模のもの…山﨑整形外科クリニック
　この施設は夜見町にあ
る医療施設です。前面道
路から見て駐車場を囲い
込むようにコの字形に建
物が配置され、左右の植
栽と回廊、正面の三角形
のトップライトが織りな
す景観は、特に優れた
ものとして評価されまし
た。植栽は年々その成長

と共に生命感を高めており、駐車場から玄関までの回廊は訪れる人々へ
の優しい配慮を感じさせています。

　

米
子
市
で
は
、
平
成
２
年
に
文
化
奨
励

賞
を
創
設
し
、
本
市
に
お
け
る
文
化
の
振

興
に
貢
献
し
、
そ
の
活
動
実
績
が
高
く
評

価
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
方
々
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
受
賞
者
は
、個
人
の
部
：

足あ
だ
ち立
伸し

ん
い
ち一
さ
ん
、
団
体
の
部
：
就

し
ゅ
う
し
ょ
う
将
の

宝た
か
ら・
散さ

ん
さ
く策
の
会か

い

の
皆
さ
ん
に
決
定
し
、
２

月
27
日
に
市
役
所
で
行
な
わ
れ
た
贈
呈
式

で
は
、
野
坂
市
長
か
ら
賞
状
と
楯
、
株
式

会
社
中
海
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
副
賞
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

足
立
伸
一
さ
ん
は
、
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ

ト
作
家
（
※
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は
フ
ラ
ン

ス
語
で
「
生（
き
）の
芸
術
」
の
意
味
）
と
し
て
十

数
年
に
わ
た
り
創
作
活
動
を
し
て
お
ら
れ
、

数
々
の
公
募
展
な
ど
で
入
選
、
受
賞
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
県
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の

作
品
展
に
出
展
さ
れ
る
な
ど
、
多
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、

鳥
取
県
内
で
開
催
さ
れ
た
「
そ
こ
に
あ
る

美
術
―
ア
ー
ル

ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

―
」
で
、
多
数
の

作
品
が
展
示
さ
れ

話
題
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
ま
す
ま

す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

就
将
の
宝
・
散

策
の
会
さ
ん
は
、

就
将
校
区
に
あ

る
文
化
的
、
歴
史

的
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
を
中
心
に
散

策
す
る
会
を
定

期
的
に
企
画
さ

れ
、
地
域
住
民
の

参
加
を
募
っ
て

活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。「
彫
刻
家
と
彫
刻
ロ
ー
ド
を
歩
く
」

「
加
茂
川
源
流
の
探
検
」「
Ｊ
Ｒ
米
子
駅
構

内
の
見
学
会
」
な
ど
の
ほ
か
、
番
外
編
と

し
て
遠
方
に
も
出
か
け
る
な
ど
、
散
策
の

内
容
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
、
今
後

の
活
動
が
注

目
さ
れ
る
団

体
で
す
。

平
成
26
年
度
　

本
年
度
の
米
子
市
文
化
奨
励
賞
は
「
足
立
伸
一
」
さ
ん
と

「
就
将
の
宝
・
散
策
の
会
」
さ
ん



浄化槽に関するお知らせとお願い
●合併処理浄化槽設置補助金
　公共用水域の水質汚濁防止と生活環境の向上を
図るため、合併処理浄化槽の設置に要する費用の
一部を補助します。（補助対象区域において、建築
確認申請を伴わずに、既存の単独処理浄化槽また
はくみ取り便所から合併処理浄化槽へ付け替える
場合のみ補助の対象となります。）
　くわしくは、「米子市ホームページ」でご確認い
ただくか、環境政策課までお問い合わせください。
●浄化槽の維持管理と法定検査
　浄化槽を使用（設置）されている方は、「浄化槽
管理者」として、法令等に基づく維持管理（保守
点検や清掃など）と法定検査が義務付けられてい
ます。川や海の水環境や周囲の生活環境を悪化さ
せないよう、浄化槽の適正な管理をお願いします。
●浄化槽に関する各種届出
　浄化槽を廃止・休止されたときや管理者が変更
されたときなどには、届出をお願いします。届出
様式は米子市のホームページからもダウンロード
できます。
■問合せ　環境政策課環境計画係（☎２３－５２５６）

住宅用太陽光発電システム・家庭用燃料電池システム（エネファーム）・
家庭用太陽熱利用機器（太陽熱温水器など）の導入費を補助します

　家庭における地球温暖化防止対策として、自然エネルギーの利用や省エネルギー化の促進を図るために、太陽光発電シ
ステム、家庭用燃料電池システム（エネファーム）、家庭用太陽熱利用機器を設置される方へ導入費の一部を補助します。
　なお、導入後の申請は補助対象となりませんのでご注意ください。
■対 象　◇自ら居住する住宅（市内）にシステムを設置する方

◇自ら居住するためにシステム付き住宅（市内）を購入する方
■補助金額　◇住宅用太陽光発電システム　１kw当たり48,000円（上限４kw）

◇家庭用燃料電池システム（エネファーム）　上限180,000円
◇家庭用太陽熱利用機器（太陽熱温水器など）　上限20,000円

■申込受付期間　平成27年４月１日（水）～平成28年１月29日（金）
※ただし、平成27年度中に工事完了または契約締結（建売住宅の場合）する必要があります。※予算がなくなり次第終了
します。くわしくは、「米子市ホームページ」でご確認いただくか環境政策課（☎２３－５２５６）までお問い合わせください。

資源ごみ回収運動しませんか？
限り有る資源を大切に

　米子市では、家庭から出された資源ごみの再生利用を促進し、廃
棄物の減量化および分別収集を推進するため、資源ごみの回収運動
を行なう団体に奨励金を交付しています。
　奨励金制度の利用を希望される団体は、はじめに、市に団体登録
をしてください。
■対象団体　市内の団体で、資源ごみ回収を実施している自治会、
老人会、婦人会、子ども会、ＰＴＡなど営利を目的としない団体。
■対象品目および奨励金の内容
・古紙類（新聞、雑誌など）１キロ当たり４円
・空瓶類（酒瓶、ビール瓶など）１本当たり３円
・空瓶ケース類（酒やビール瓶などのケース）１個当たり６円
・金属類（アルミやスチールの缶、鉄くずなど）１キロ当たり３円
・その他（布類など）１キロ当たり３円
■申請受付期間　平成27年４月１日（水）～平成28年３月31日（木）
■ご注意ください
※ごみ置場に持ち出された資源ごみの持ち去り行為は、市の条例で
禁じられています。
※事業所から出る資源ごみは奨励金の対象外です。家庭から出る資
源ごみだけを回収してください。
※団体登録方法など、くわしくは「米子市ホームページ」をご確認い
ただくか、環境政策課（☎２３－５２５９）までお問い合わせください。

生ごみを減らそう！
生ごみ処理機などの購入費の一部を補助します
　可燃ごみの約半分を占める生ごみ。生ごみを減らすことが、ごみの減量化に取り組む上での課題の一つとなっています。
　そこで、米子市では、市民の皆さんにご家庭で自主的に生ごみの減量、リサイクルに取り組んでいただくため、生ごみ
処理機等の購入費の一部を補助します。希望される方は、購入前に申請をする必要があります。
■補助金の額
①生ごみ処理機（電気式）…購入金額の３分の１（100円未満切捨て）・上限２万円
②生ごみ処理容器（コンポスト容器・密閉式容器・生ごみ水切り容器）…購入金額の３分の１（100円未満切捨て）・上限
３千円
※生ごみ処理容器は、種類、用途により発酵剤が必要になったり、使用方法により処理容器が複数台必要になったりする
ともあります。ご購入の前に購入店で使用方法などをご確認ください。
■補助申請受付期間　平成27年４月１日（水）～平成28年１月29日（金）
※補助台数は一世帯につき、①②のいずれか１基です。予算がなくなり次第終了します。
※申請前に購入された生ごみ処理機などは、補助の対象となりません。
※申請方法など、くわしくは「米子市ホームページ」でご確認いただくか、環境政策課（☎２３－５２５９）までお問い合
わせください。

環境政策課からのお知らせ環境政策課からのお知らせ
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組織機構を改正しました
　米子市では、地方創生の推進を図るための組織体制の整備や効率的な組織機構の確立を目的として、平成27年４月１日
付けで、次のとおり組織機構の改正を行ないました。　　　　　　　　　　　■問合せ　行政経営課（☎２３－５３０６）
■「まち・ひと・しごと創生統括室」の設置
　地方版総合戦略の策定など、地方創生の推進を図るために、企画部企画課内に、新たに「まち・ひと・しごと創生統括室」
を設置しました。
●企画課　まち・ひと・しごと創生統括室（☎２３－５３５７）
■人権政策局の総務部への編入
　組織機構の効率化を図るため人権政策局を廃止し、人権政策課および男女共同参画推進課を総務部に編入しました。
　また、総務部内に新たに人権政策監を置くこととし、人権政策監は、人権政策課および男女共同参画推進課の事務を所
管することとしました。
　なお、人権政策課および男女共同参画推進課の事務室の場所、電話番号などの変更はありません。
■市民環境部の設置
　組織機構の効率化を図るため、市民生活部と環境政策局を統合し、新たに市民環境部を設置しました。新たな部に属す
る課は、市民相談課、市民課、保険年金課、環境政策課および環境事業課とし、旧市民生活部に属していた市民税課、固
定資産税課および収税課については、税・財政部門の一体化を図るため、総務部に編入することとしました。
　なお、この組織改変による、事務室の場所、電話番号などの変更はありません。
■米子市立第二学校給食センター施設長の設置
　平成27年４月から中学校給食が実施されることに伴い、新設された米子市立第二学校給食センターに施設長を配置しまし
た。
　なお、新センターの開設準備を行なってきた学校給食課内の中学校給食推進室は廃止しました。
●学校給食課　米子市立第二学校給食センター（☎２１－１１１２）

国民年金保険料の免除申請ができる期間が拡大されました
過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ

　国民年金は、所得が少ない場合や失業等により保険料を納付することが経済的に困難な場合、保険料の免除を申請する
ことができます。
　平成26年４月からは、申請時点の２年１か月前の月分まで申請ができるようになりました。
【申請方法は】　●米子市保険年金課年金係または米子年金事務所に申請してください。必要な添付書類など、くわしくは
お問い合わせください。
【ご注意ください】　●２年１か月前の月分まで免除申請をすることができますが、申請が遅れると万が一の際に障害年金な
どを受け取れない場合がありますので、すみやかに申請してください。
●申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行ないますので、免除が承認されない場合があります。
■問合せ　米子市保険年金課年金係（☎２３－５１４２）、米子年金事務所（☎３４－６１１１）



市税の口座振替加入促進キャンペーン
　便利で確実な市税の口座振替を、より多くの皆さんにご利用いただくため、平成27年度も、
口座振替加入促進キャンペーンを行ないます。この機会に、ぜひ口座振替のご利用をご検
討ください。
■キャンペーン内容　期間中、対象となる市税の口座振替を新規登録された契約者（市内
在住の個人に限る。）の中から、抽選で2,000人の方に、景品として米子市可燃ごみ袋（30
リットル× 10枚）を差し上げます。
■当選のお知らせ　景品の発送（８月下旬頃）をもって、当選のお知らせとさせていただ
きます。
■キャンペーン期間　４月1日（水）から７月31日（金）まで
■対象となる市税　キャンペーンの対象は、次の２税です。
○固定資産税　○市・県民税（ただし、給与・年金天引き分は、対象となりません。）　
※軽自動車税はキャンペーンの対象外です。
【お気をつけください】
　キャンペーン特典は、期間中、契約者お１人様・１回限りとします。また、次の場合
は、キャンペーンの対象となりませんのでご注意ください。

▼キャンペーン期間内に、金融機関でのお手続きが完了していない場合

▼お申込みいただいた市税について、既に口座振替をご利用いただいている場合

▼キャンペーン期間中に口座振替を解約して、再び申し込まれた場合
■手続きの方法　①対象となる市税の「納税通知書」、②「通帳」、③「お届け印」をご持参のうえ、振替を希望される金
融機関の窓口で手続きをお願いします。（口座振替手続きをされますと、自動的にキャンペーンに応募となります。キャン
ペーン自体の申込みは、不要です。）
　納税通知書の巻末に添付してある「口座振替依頼書」または市内金融機関備え付けの「米子市口座振替依頼書」をご利
用ください。
　なお、「ゆうちょ銀行・郵便局」については、同行・局に備え付けの「米子市口座振替依頼書」をご利用ください。
■手続きできる金融機関　山陰合同銀行・鳥取銀行・米子信用金庫・島根銀行・中国労働金庫・鳥取西部農協・中国銀行・
商工中金・鳥取県信漁連・ゆうちょ銀行・郵便局
■問合せ　収税課（☎２３－５１６１）

風しんワクチン予防接種費を助成します！
　米子市では、妊娠を希望する抗体価の低い女性や同居している配偶者などが風しんワクチンを接種した場合、接種費用
の一部を助成しています。
風しんワクチン予防接種の助成内容
■助成内容　「風しんワクチン」または「麻しん風しん混合ワクチン」を接種する場合、１人に１回、接種費用の一部を助
成します。
■対象者　米子市にお住まいの方で、次のいずれかに該当する方
①平成28年３月31日現在で、19歳以上50歳未満の妊娠を希望する女性のうち、風しん抗体価が低い方（ＨＩ抗体価＜１：
16）
②妊婦の配偶者（予防接種の接種時に配偶者が妊娠中の方）　
③妊娠を希望する女性と同居している配偶者で、抗体価が低い方
■対象期間　平成27年４月１日から平成28年３月31日接種分まで
■申請方法　次の書類を健康対策課（ふれあいの里３階）にご持参のうえ、申請してください。
※申請受付は、平成28年３月31日までです。ただし、平成28年３月中に接種された場合は、同年４月30日までに申請して
ください。
■申請に必要なもの　 ▼医療機関発行の領収証（接種したワクチンのメーカーおよびロットナンバーが記載されているも
の）　 ▼抗体価が低い証明書（妊婦の配偶者の場合は不要）　 ▼母子手帳（妊婦の配偶者の場合）　 ▼印鑑（朱肉を使うもの）

▼振込先の口座番号が分かるもの
■申請・問合せ　健康対策課（ふれあいの里３階）（☎２３－５４５１）
※注意事項　（１）予防接種を受けられる場合は、体調など医師とよく相談してください。（２）予防接種を受ける際
には、あらかじめ医療機関に予約してください。（３）任意の予防接種ですので、接種費用は医療機関によって違い
ます。医療機関にお尋ねください。（４）ワクチンが入手困難な場合は、接種できないことがあります。

◎風しん抗体価検査の費用については鳥取県の助成が受けられる場合があります。くわしくは、米子保健所（☎３１－
９３１７）にお問い合わせください。
風しん抗体価検査ができるところ
●鳥取県西部総合事務所福祉保健局（米子保健所）（☎３１－９３１７）毎週火曜日　午後１時～１時30分（事前連絡が必要です。）
●医療機関



平成27年度から特定不妊治療の助成回数制限を撤廃します
　米子市では、妊娠および出産を望む夫婦の経済的負担を軽減することにより、安心して子どもを生み育てることができ
るように、不妊治療に要した経費の一部を、県の制度に上乗せして助成しています。
　県の制度が平成25年度に改正され、助成回数の制限が撤廃されたことをうけ、米子市でも平成27年度から助成回数の制
限をなくし、次の①の回数を超えたものについては、②のとおり治療区分に関わらず１回の治療につき一律上限２万円を助
成することになりました。
　なお、回数制限の撤廃は、平成27年４月１日以降に発行された鳥取県特定不妊治療費助成金交付決定および額の確定通
知書にかかる不妊治療の費用について適用します。
■助成回数および助成金額

対 象 回 数 上限
初めて特定不妊治療にかかる本助成を受けられる際
の治療の開始日において妻の年齢が40歳未満の方

①６回まで（同一年度の回数制限なし） ５万円※
②７回目以降 ２万円

上記以外の方
①同一年度で２回（初年度は３回まで）かつ通算５年度10回まで ５万円※
②同一年度で３回目以降（初年度は４回目以降）または通算11回目以降 ２万円

※以前に凍結した胚を解凍して胚移植を実施したものについては25,000円
■問合せ　健康対策課（☎２３－５４５１）

広告を募集します
水道検針「お知らせ」票の裏面に

有料広告が掲載できます！
　水道検針お知らせ票の裏面に掲載する有料広告を次の要
領で募集します。
　水道メーター検針の際、その場で発行する「水道使用水量・
料金等のお知らせ」は、水道をご使用中のお客さまに必ず
お渡しするものです。その裏面に広告を掲載できるスペー
スをつくりましたので、会社やお店などのＰＲにぜひご利
用ください。
■募集期間　４月１日（水）～30日（木）
■掲載期間　平成27年10月１日～平成28年３月31日
■掲載場所　「水道使用水量・料金等のお知らせ」の裏面
■広告の大きさ　縦11ｃｍ×横６ｃｍ　２色刷り
■提出期限　広告主が掲載原稿を作成し、５月18日（月）
までに水道局に提出してください。
■配布場所　米子市、境港市、日吉津村内の水道メーター
検針をする全世帯、全事業所
■掲載回数　掲載期間内に、同一場所に３回（２か月毎に
一度）配布します。
■予定最低料金　183,600円（消費税込）
※原版作成費、印刷代などを含みます。
※応募者が複数の場合、入札になります。

【ご注意】
　次の各号に掲げるものは広告に掲載できません。
（１）政治性及び宗教性のあるもの並びに選挙関係のもの
（２）意見広告及び名刺広告に類するもの
（３）風俗営業及びこれに類するもの
（４）商品先物取引及び貸金業に類するもの
（５）通信販売及び訪問販売に類するもの
（６）求人広告及びこれに類するもの
（７）公序良俗に反するもの
（８）投機心又は射幸心を著しくあおるもの
（９）水道関係業者の商品をあたかも水道局が奨励してい
るかのような誤解を与えるおそれがあるもの
（10）その他広告を掲載することが適当でないと管理者が
認めるもの

■問合せ　米子市水道局営業課（☎３２－９９１５）

米子市学校給食運営委員会の
委員を募集します

　米子市の学校給食の運営に関する事項について、市民の
皆さんの意見を聴かせていただくため、米子市学校給食運
営委員会の委員を募集します。会議は年４回程度開催する
予定です。
■募集人数　２人
■任 期　平成27年４月末から平成29年３月末まで
■応募資格　平成27年４月１日現在、満20歳以上で市内に
お住まいかまたは通勤、通学している方
■応募方法　学校給食について思うことを400字から800
字程度にまとめ、所定の申込書を同封のうえ、学校給食課
に郵送または持参してください。
　申込書は、学校給食課または市役所本庁舎１階総合案内
でお受け取りください。また、米子市ホームページからダ
ウンロードできます。
　応募書類には必ず「委員応募」と明記してください。
※提出いただいた書類は、お返しいたしません。
■応募期間　４月１日（水）～15日（水）（当日消印有効）
■応募・問合せ　〒６８３－００４５　米子市大谷町28番
地８　学校給食課（☎３３－４７５１、ＦＡＸ３３－４７５７、
Ｅメール：kyushoku@city.yonago.lg.jp）

高齢者住宅改良費を助成します
　介護を要する方を在宅で介護するうえで、居室やトイレ
などの改良が必要と認められる場合に、改良にかかる費用
の一部を助成します。
　ただし、既に着工したものや新築および増改築について
は対象となりません。また予算が無くなった場合は、申込
期間内でも助成できないことがあります。
■助成対象者　介護保険の要支援・要介護認定を受けた方
（市県民税非課税世帯に属する方に限る。）
■助成の対象となる工事　便所、玄関、居室等の段差解消、
滑りやすい床材の変更など（介護保険の住宅改修費支給の
対象となる工事は除く。）
■助成限度額　助成対象経費の額の３分の２か53万３千円
のいずれか少ない額
■申込期間　４月１日（水）～11月13日（金）
■問合せ　長寿社会課（☎２３－５１３２）



ご
存
じ
で
す
か

　
小
地
域
懇
談
会

～
地
域
の
み
な
さ
ん
の
学
び
の
場
～

「
差
別
を
な
く
し
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に

　

み
ん
な
が
地
域
で
幸
せ
に
暮
ら
す

た
め
に
は
、
自
分
の
人
権
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
ま
ず
、
私
た
ち
の
日
常
の
生
活
の

中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に

気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
そ
れ
に
気
づ
か
ず
に
見
過

ご
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

米
子
市
で
は
、
各
地
区
の
人
権
・

同
和
教
育
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、

地
元
自
治
会
や
公
民
館
、
学
校
な
ど

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
小
地
域
懇
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
地
域
懇
談
会
は
、
家
庭
や

地
域
を
住
み
よ
い
場
所
に
し
て
い
く

た
め
に
、
身
近
な
地
域
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
語
り
あ
い
、

学
び
あ
い
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
し

て
い
く
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
習
方
法
は
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
活

用
し
た
学
習
や
講
演
会
の
ほ
か
、
簡

単
な
ゲ
ー
ム
や
作
業
を
通
じ
て
参
加

者
が
自
由
に
意
見
を
出
し
あ
い
、
と

も
に
学
び
あ
う
参
加
体
験
型
学
習

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
米
子
市
全
域
で
87
回

開
催
し
、
の
べ
約
２
６
０
０
人
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
の
声
・
・
・

　

参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
や
意
見
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
自
分
を
見
直
す
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
り
ま
し
た
。

○
ふ
だ
ん
の
何
気
な
い
言
葉
が
、
人

を
差
別
し
た
り
傷
つ
け
た
り
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

○
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
あ
い
は
、
い

ろ
い
ろ
な
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
参
加
をお

願
い
し
ま
す

　

小
地
域
懇
談
会
は
、
市
内
の
全
自

治
会
で
２
年
ま
た
は
３
年
に
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
を
と

お
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
と

話
し
あ
い
、
つ
な
が
り
合
う
こ
と
が
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

開
催
日
時
な
ど
は
、
自
治
会
か
ら

の
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
自
治
会
で
小
地
域
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
る
際
に
は
、
誘
い

あ
っ
て
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　
　

　
家
族
・
知
人
・
友
人
と
連
絡
が
取
れ
ず
、
自
分
の
意
図
し
な
い
生
活
を
強
い
ら
れ
、
そ
れ
に
耐
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

◎問合せ　米子市美術館　（☎３４－２４２４）

新米子市誕生10周年記念
平成27年度米子市美術館特別共催展

「安野光雅の世界展 日本の原風景から平家物語まで」
　安野光雅（あんの・みつまさ）は大正15年、島根県津和野
町に生まれました。美術教員として上京後、教員のかたわら
本の装丁などを手がけながら画家として独立し、昭和43年に、
文章がない絵本「ふしぎなえ」で絵本界にデビュー以来、独
創性に富んだ作品や淡い色調の水彩画で、やさしい雰囲気の
漂う風景を描いた作品などを数多く発表し続けています。活
躍の場は芸術の世界だけにとどまらず、科学・数学・文学な
ど多くの業績に対し、国際アンデルセン賞画家賞、文化功労
賞など国内外から数々の賞が贈られています。
　本展は、風景画や絵本原画に至るまで安野光雅の多彩な魅
力を紹介する過去最大規模の展覧会で、約160点の作品を展
示いたします。「安野光雅の世界」をお楽しみください。会期
など、くわしくは19ページ「４月の催し」をご確認ください。



　

子
育
て
支
援
室
「
よ
ど
え
」
を

開
設
し
ま
す

　

育
児
の
悩
み
の
相
談
の
場
、
親

子
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
平

成
27
年
４
月
３
日
㈮
か
ら
、
子
育

て
支
援
室
「
や
ま
と
」
に
代
わ
り
、

子
育
て
支
援
室
「
よ
ど
え
」
を
開

設
し
ま
す
。

　

子
育
て
の
悩
み
を
相
談
し
た
い

方
も
、
子
育
て
仲
間
を
作
り
た
い

方
も
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

淀
江
保
育
園
内
（
淀
江

町
淀
江
４
８
０
―
３
）（
☎
56
―

３
６
７
８
）

と
き　

毎
週
月
・
金
曜
日　

午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
（
保
育
園

の
休
園
日
は
除
く
。）

対
象　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
、
妊
娠
中
の
方

利
用
料　

無
料

内
容　

子
育
て
情
報
提
供
、
子
育

て
相
談
、
親
子
の
交
流
支
援
な
ど

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
計
画
係

（
☎
23
―
５
１
７
８
）

　

平
成
27
年
度
重
度
心
身
障
が
い

者
（
児
）
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

　

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
の

方
に
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

助
成
す
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

米
子
市
に
住
所
が
あ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
お
持
ち
の
方
も
し
く
は

療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
で
、

平
成
26
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
お
よ
び
生
活
保
護
世
帯
に

属
す
る
方

助
成
金
額　

１
回
の
タ
ク
シ
ー
利

用
に
つ
き
、
そ
の
初
乗
り
料
金
部

分
の
う
ち
手
帳
提
示
に
よ
っ
て
１

割
引
を
受
け
た
後
の
額
を
利
用
券

で
助
成
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
枚
数　

１
人
１

か
月
に
つ
き
３
枚
発
行　

※
申
請

に
は
手
帳
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

受
付
開
始　

３
月
31
日
㈫
～

交
付
場
所
・
問
合
せ　

障
が
い
者

支
援
課
（
☎
23
―
５
５
４
９
）

淀
江
支
所
地
域
生
活
課
（
☎
56
―

３
１
１
３
）

　

大
気
中
の
微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
．
５
）
に
関
す
る
情
報

　

Ｐ
Ｍ
２
．
５
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
鳥
取
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

あ
ん
し
ん
ト
リ
ピ
ー
メ
ー
ル
、
米

子
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

心
を
確
保
す
る
た
め
、
簡
易
型
放

射
性
物
質
検
査
機
器
を
使
用
し
、

食
品
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を
し

て
い
ま
す
。
利
用
対
象
者
は
米
子

市
民
と
し
、
対
象
品
目
は
一
般
食

品
で
す
。

※
検
査
費
用
無
料
、
要
予
約

問
合
せ　

環
境
政
策
課
環
境
保
全

係
（
☎
23
―
５
２
５
７
）

　

米
子
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
よ
り
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
て
、
政
府
や
鳥
取
県
の

行
動
計
画
に
基
づ
き
、
米
子
市
も

行
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

本
行
動
計
画
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
の
体
制
の
枠
組
み

を
規
定
し
た
も
の
で
、
詳
細
に
か

か
る
部
分
は
、
今
後
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

米
子
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
は
、
米
子
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
本
庁
舎

総
合
案
内
、
淀
江
支
所
、
ふ
れ
あ

い
の
里
３
階
健
康
対
策
課
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
対
策
課
（
☎
23
―

５
４
５
１
）

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
国
の
暫
定

的
な
指
針
と
な
る
値
を
超
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
防
災
無
線

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
環
境
保
全

係
（
☎
23
―
５
２
５
７
）

鳥
取
県
生
活
環
境
部　

水
・
大
気

環
境
課
（
☎
０
８
５
７
―
26
―

７
２
０
６
、
休
日
・
夜
間
０
８
０

―
２
９
２
２
―
２
２
１
９
）

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が

高
く
な
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場

合
は
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
窓

を
閉
め
る
な
ど
、
な
る
べ
く
外
気

に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
目
や
の
ど
に
痛
み
を
感
じ
た

方
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
し
、
症

状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
医
師
の
診

断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
環
境
保
全

係
（
☎
23
―
５
２
５
７
）

鳥
取
県
生
活
環
境
部　

水
・
大
気

環
境
課
（
☎
０
８
５
７
―
26
―

７
２
０
６
）

　

食
品
中
の
放
射
性
物
質
検
査

　

米
子
市
で
は
、
市
民
の
自
家
消

費
用
食
品
に
対
し
て
の
安
全
・
安

さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？
　
緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

　

米
子
市
中
心
市
街
地
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
の
事
後
評
価

の
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

米
子
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
25
年
度
ま
で
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
米
子

市
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
事
業
の
終
了

に
伴
い
事
後
評
価
を
行
な
い
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
を
公
表
し
ま
す
。

公
表
期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日

～
平
成
28
年
３
月
31
日

資
料
の
閲
覧
方
法

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
閲
覧

米
子
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.yonago.

lg.jp/4650.htm

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
窓
口
で
の
閲
覧

米
子
市
企
画
部
地
域
政
策
課

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
閲
覧
時
間
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
土
、
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
。）

問
合
せ　

地
域
政
策
課
（
☎
23
―

５
３
５
６
）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
作
業
を

行
な
い
ま
す

　

水
道
の
使
用
量
を
は
か
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
き

定
期
的
な
取
替
え
を
行
な
っ
て
い



ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
５
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
約
８
９
０
０
世
帯
の
水

道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
る
予
定

で
、
該
当
の
お
客
様
に
は
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
取
替
え
作
業
は
、
米
子
市
水
道

局
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が

行
な
い
ま
す
。

問
合
せ　

米
子
市
水
道
局
給
水
維

持
課
（
☎
32
―
６
１
１
３
）

　

こ
ど
も
み
ら
い
塾
参
加
者
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
が
学
習

支
援
や
進
路
相
談
に
応
じ
ま
す
。

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
学
習
し
ま

す
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
４

年
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒

と
き　

５
月
16
日
㈯
か
ら
毎
週
土

曜
日　

午
後
２
時
30
分
か
ら
４
時

30
分
ま
で

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

費
用　

無
料
（
教
科
書
、
学
校
の

課
題
な
ど
を
使
用
し
ま
す
。）

申
込
締
切　

４
月
10
日
㈮ 

※
定

員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

こ
ど
も
未
来

課
家
庭
児
童
相
談
室
（
☎
23
―

５
１
７
６
）

　

自
衛
官
幹
部
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
幹
部
候
補
生
と
は
、
一

般
大
学
等
出
身
の
方
を
自
衛
官
幹

部
候
補
生
と
し
て
採
用
後
、
一
定

期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
幹
部

自
衛
官
に
な
り
ま
す
。「
一
般
幹

部
候
補
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含

む
。）」「
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
」

「
医
科
・
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候

補
生
」
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈰
～
５
月
１
日
㈮

試
験
日

５
月
16
日
㈯　

筆
記
試
験

５
月
17
日
㈰　

筆
記
式
操
縦
適
性

検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

米
子
下
町
観
光
ガ
イ
ド
募
集

　

米
子
の
古
い
町
並
み
や
歴
史
な

ど
を
案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　

通
年

活
動
内
容　

米
子
の
古
い
町
並
み

が
残
る
地
域
（
旧
加
茂
川
沿
い
、

寺
町
通
り
、米
子
城
跡
周
辺
な
ど
）

を
地
元
の
方
や
観
光
客
の
方
に
ご

案
内
し
ま
す
。

応
募
資
格　

依
頼
が
あ
っ
た
と
き

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
を
し

て
く
だ
さ
る
方
。
居
住
地
、性
別
、

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他　

応
募
い
た
だ
い
た
方
を

対
象
に
研
修
を
実
施
。
ス
タ
ッ
フ

ウ
エ
ア
な
ど
を
準
備
し
ま
す
。

応
募
締
切　

４
月
30
日
㈭

問
合
せ　

米
子
市
観
光
協
会
（
☎

37
―
２
３
１
１
）

　

一
か
ら
始
め
る
韓
国
語
講
座

　

初
心
者
の

た
め
の
「
韓

国
語
講
座
」

を
開
催
し
ま

す
。
一
か
ら

ハ
ン
グ
ル
が
読
め
る
ま
で
の
韓
国

語
の
講
座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

と
き　

４
月
23
日
～
８
月
６
日
の

全
14
回
（
原
則
と
し
て
木
曜
日
）

昼
の
部　

午
後
３
時
～
４
時
15
分

夜
の
部　

午
後
７
時
～
８
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、

ま
た
は
勤
務
・
通
学
さ
れ
て
い
る

方
で
、
こ
れ
か
ら
韓
国
語
を
勉
強

し
よ
う
と
し
て
い
る
方（
た
だ
し
、

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
韓
国
語

講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。）

講
師　

米
子
市
韓
国
国
際
交
流
員

　

尹
慈
英
（
ユ
ン 

ジ
ャ
ヨ
ン
）

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
・
資

料
代
：
２
０
０
０
円
）

募
集
人
数　

昼
の
部
、
夜
の
部
、

そ
れ
ぞ
れ
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

応
募
締
切
日　

４
月
16
日
㈭
※
締

切
後
、
受
講
に
つ
い
て
通
知
し
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

中
国
語
入
門
講
座

　

初
心
者
の

た
め
の
「
中

国
語
入
門
講

座
」
を
開
催

し
ま
す
。
中

国
語
を
初
歩
か
ら
学
び
な
が
ら
中

国
の
文
化
に
触
れ
る
講
座
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
12
日
～
８
月
18
日
の

全
15
回
（
原
則
と
し
て
火
曜
日
）

昼
の
部　

午
後
３
時
～
４
時

夜
の
部　

午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、

ま
た
は
勤
務
・
通
学
さ
れ
て
い
る

方
で
、
こ
れ
か
ら
中
国
語
を
勉
強

し
よ
う
と
し
て
い
る
方（
た
だ
し
、

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
中
国
語

講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。）

講
師　

米
子
市
中
国
国
際
交
流
員

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
・
資

料
代
：
２
０
０
０
円
）

募
集
人
数　

昼
の
部
、
夜
の
部
、

そ
れ
ぞ
れ
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

応
募
締
切
日　

４
月
27
日
㈪
※
締

切
後
、
受
講
に
つ
い
て
通
知
し
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
48
回
）

と
き　

４
月
16
日
㈭　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
知
っ
て
お
き
た
い
救

命
処
置
」

講
師　

な
が
い
麻
酔
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長　

永な
が
い井
小さ

よ夜
さ
ん

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品　
　

ぼ
く
も
や
る　

助
け
合
い
か
ら　

あ
た
り
前　
　
　

一
般
応
募
作
品

鳥
取
県
西
部
地
域
に
お
い
て
、
心
肺
停

止
で
救
急
車
を
要
請
さ
れ
る
方
は
年
間



※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取
県
西
部

医
師
会
（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
１
日
コ
ー
ス
）

と
き　

４
月
12
日
㈰　

午
前
８
時

10
分　

米
子
駅
前
集
合
（
８
時
30

分　

米
子
駅
発
）

行
き
先　

玉
造
方
面
（
玉
作
湯
神

社
・
玉
作
資
料
館　

行
程
約
７

㎞
）・
弁
当
持
参

費
用　

運
賃
：
往
復
大
人

１
３
４
０
円
、
玉
作
資
料
館
団
体

入
館
料
：
１
６
０
円

解
散
予
定　

午
後
４
時
頃
米
子
駅

前
解
散
（
帰
り
：
午
後
２
時
45
分

玉
造
温
泉
駅
発
）

※
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
１
日
コ
ー
ス
）

と
き　

５
月
10
日
㈰　

午
前
８
時

30
分　

米
子
駅
前
集
合
（
９
時
02

分　

米
子
駅
発
）

行
き
先　

黒
坂
方
面（
滝
山
公
園
・

滝
山
神
社　

行
程
約
７
㎞
）・
弁

当
持
参

費
用　

運
賃
：
往
復
大
人

１
３
４
０
円

解
散
予
定　

午
後
３
時
30
分
頃
米

子
駅
前
解
散
（
帰
り
：
午
後
２
時

16
分
黒
坂
駅
発
）

※
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
）

　

上
淀
廃
寺
復
元
壁
画
の
原
画
展

　

上
淀
廃
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
国

内
最
古
級
の
彩
色
仏
教
壁
画
片
を

も
と
に
、
古
代
の
顔
料
や
技
法
に

よ
っ
て
復
元
し
た
壁
画
の
原
画
を

公
開
し
ま
す
。

会
期　

４
月
29
日
㈬
～
５
月
10
日

㈰
（
５
月
７
日
㈭
は
休
館
）

会
場　

上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館　

多
目
的
室

観
覧
料　

上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館

入
館
料
（
一
般
３
１
０
円　

高
・

大
学
生
１
６
０
円　

中
学
生
以
下

無
料
）

問
合
せ　

上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館

（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
56
―
２
２
７
１
）

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品　
　

夢
を
追
う　

仲
間
と
男
女
（
ぼ
く
ら
）　

手
を
つ
な
ぐ　
　
　

一
般
応
募
作
品

米子駅前地区での自転車等の放置は禁止です
　次の図の放置禁止区域に放置された自転車等は撤去し、米子駅前地下駐輪場に保管し
ます。返還にあたっては自転車1,570円、原動機付自転車2,410円の撤去保管手数料を
徴収します。自転車等の放置は、米子の玄関口である米子駅前の景観を損ねるだけでな
く、歩行者、からだの不自由な方の迷惑になります。自転車等の放置はやめましょう。

■問合せ　建設企画課（☎２３－５２４８）

第25回（平成27年度）因伯シルバー大会出場者募集
　スポーツや文化活動を通して、鳥取県内の高齢者同士の交流の輪を広め、健康と仲間
づくり、生きがいづくりを促進するとともに、第28回全国健康福祉祭やまぐち大会の派
遣選手選考会として開催します。
■応募資格　鳥取県に在住する60歳以上の方（昭和31年４月１日以前生まれの方）
■競 技　全11種目（卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、
ペタンク、ゴルフ、弓道、グラウンド・ゴルフ、囲碁、将棋）
■開催日時　５月中旬　※種目によって日程が異なります。
■開催場所　鳥取県中部地区を中心に開催予定
■応募方法　所定の参加申込用紙に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸまたは郵送でお申し
込みください。
■申込締切　４月17日（金）
■申込・問合せ　〒６８９－０２０１　鳥取市伏野１７２９－５　社会福祉法人鳥取県社
会福祉協議会（☎０８５７－５９－６３３８、ＦＡＸ０８５７－５９－６３４０、鳥取県社会
福祉協議会ホームページ内「鳥取ことぶきネット」http://www.tottori-wel.or.jp/p/
chiiki/kotobuki/）

２
８
０
人
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
も
し
、

あ
な
た
が
身
近
な
方
の
一
大
事
に
直
面

し
た
ら
！　

救
急
車
の
要
請
、
胸
骨
圧

迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ･･･

救
急
車
が
来
る
ま
で

に
で
き
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
ま
す
。



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品　
　

イ
ク
メ
ン
も　

イ
ク
ジ
イ
も
み
な　

引
き
受
け
る　
　
　

一
般
応
募
作
品

「２０１５米子桜まつり」のご案内
　米子市の桜の名所「湊山公園」
では、春の訪れとともに約500
本もの桜が咲き誇ります。
　期間中は、午後６時30分～
10時30分の間、大小のボンボ
リに明かりが灯り、夜桜を楽し
んでいただけます。期間中の週
末には出張ラジオも予定してい
ます。
　バーベキューを含む火気使用

（ガス使用含む。）は禁止とさせ
ていただきますので、ご理解と
ご協力をお願いします。
【注意事項】
●満開時は、駐車場が大変混み合いますので、公共交通機
関をご利用ください。
　だんだんバス：湊山公園下車　徒歩５分。
●仮設ゴミ箱は、設置していませんので、ゴミの持ち帰り
にご協力ください。
●トラロープ・ビニールテープ等での花見の場所取りは歩
行者に危険ですので禁止します。ブルーシートなどでの場
所確保は可能ですが、必ず人がいることが条件です。悪質
な場所取りは撤去させていただきます。
●期間中、公園内での火気使用（ガス使用含む。）は禁止し
ます。
■と き　４月３日（金）～12日（日）

※桜の開花状況により、変更あり。
■ところ　湊山公園（西町） 桜の園周辺
■問合せ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

米子市公会堂にぎわい創出事業

春うらら　宴遊会のご案内
　暖かな春空の下、米子市公会堂の前庭で音楽とお茶を楽
しみませんか？米子市公会堂では市民の皆さんにゆったり
とくつろいでいただこうと、近隣の角盤町商店街振興組合
と共催してイベントを開催します。その名も「宴遊会」！
当日は、野外ステージやお茶席、子どもコーナーなど盛り
だくさんです。たくさんのご来場をお待ちしています。

■爆笑御礼！米子大喜利作品大募集
　米子の良さを大喜利で再発見しましょう。お題に対す
る回答と解説を投稿してください。作品は、当日のステー
ジイベントでできる限り紹介します。
【お題】　「米子に新しい土産物ができたしこだ。どげな
名前だ？」
【応募方法】　応募用紙に記入し米子市公会堂・米子市文
化ホール・淀江文化センターに設置の応募箱に投稿、ま
たは公会堂にＦＡＸ（２２－３２３７）してください。

【応募締切】　４月25日（土）
■と き　４月29日（水・祝）午前10時30分～午後３時
■ところ　米子市公会堂　前庭（雨天時はホワイエ）
■入場・参加料　無料
●野外ステージイベント　

エルルこども学園、ゴスペルオーブ、米子西高等学校書
道部によるパフォーマンスほか

●米子南高校茶道部によるお茶席（無料）
●子どもコーナー　みんなで描こう５ｍの巨大こいのぼり
※来場者には「える・もーる立体駐車場」の３時間無料券

をプレゼント
■主 催　（一財）米子市文化財団［米子市公会堂］
■共 催　角盤町商店街振興組合　
■問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

高額介護サービス費申請のご案内
　介護保険サービスを利用したときの１か月の利用者負担（介護サービス費用の１割）が次の表の上限額を超えたとき（同
じ世帯内に複数の利用者がいる場合には世帯で合算して上限額を超えたとき）は、長寿社会課に申請されますと、超えた
分を「高額介護サービス費」として後日お返しします。（過去の利用分も２年分さかのぼって申請することができます。）な
お、施設利用の際の部屋代、食事代等は対象外ですのでご注意ください。

利用者負担段階区分 個人負担上限額 合算の場合の
世帯負担上限額

住民税課税世帯 ３７,２００円 ３７,２００円
住民税
非課税世帯

ア　合計所得金額および公的年金等収入額の合計が80万円を超える方 ２４,６００円 ２４,６００円
イ　合計所得金額および公的年金等収入額の合計が80万円以下の方等 １５,０００円 ２４,６００円

生活保護受給者の方等 １５,０００円 １５,０００円
■申請に必要なもの　介護サービス費を支払われた際の領収書、認印、高額介護サービス費を市から振り込む際の振込先
の預金通帳
■申請・問合せ　長寿社会課（☎２３－５１３２）

米子下町観光ガイドと歩く「お地蔵さん巡り」
　米子下町を中心に撮影された鳥取発地域ドラマ「ちょっ
とは、ダラズに。」のドラマ内で紹介された「お地蔵さん巡
り」を、旧加茂川の桜並木を見ながら巡ってみませんか？
■と き　４月４日（土）午前10時～正午

（受付：午前９時30分～）※少雨決行　
■集 合　山陰歴史館　※米子市役所駐車場を利用（有料）
■コース　山陰歴史館～寺町・灘町・旧加茂川沿い～山陰

歴史館
■参加費　300円（ガイド料）
■定 員　20人（３日前までに要予約）
■申込・問合せ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

加茂川・中海遊覧「さくら船
せん

」
　旧加茂川沿いの桜並木を遊覧船から、ゆっくり眺めてみ
ませんか。また、中海からは湊山公園の桜や天気が良けれ
ば山陰の名峰「大山」の姿も楽しめます。
■期 間　３月28日（土）～４月12日（日）

※桜の開花状況により、変更あり。
■時 間　午前10時・午後２時（所要時間：約50分）

※時間外については、お問い合わせください。
■料 金　大人：1,200円、小人：600円（要予約）
■申込・問合せ　米子市観光案内所（☎２２－６３１７）
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■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。

▼ 10日（金）、５月11日（月）午後１時～４時／市役所第
２庁舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）※
鳥取地方法務局米子支局（☎２２－６１６１）では、毎日
人権相談に応じています。
■行政相談

国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼７日（火）／市役所第
２庁舎３階会議室、24日（金）、５月14日（木）／市役所
本庁舎４階402会議室。いずれも午後１時～４時／問市
民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・法律相談会

多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士な
どが無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 16
日（木）午後１時30分～４時／米子コンベンションセン
ター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４
－２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリ
ング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平
日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本
庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費
者金融などについて、弁護士が相談に応じます。１件
30分 5,000円。※ただし、多重債務（クレジット、消
費者金融）の相談は無料。要予約（受付：平日午前９時
～午後５時） ▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満
屋４階／問鳥取県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日（祝日・休日および年末年始は除く。
ただし、月・水曜日が祝日・休日の場合はその翌日）の
午前10時～午後３時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用2,000円、要予約。 ▼ 毎月第１・３月曜日（年末年始
は除く。月曜日が祝日・休日の場合はその翌日）午後１
時～３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午前
10時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約／問
米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■家庭児童相談室

児童の養育、ひとり親家庭、ＤＶなどの相談に応じます。
／問こども未来課家庭児童相談室（市役所本庁舎１階、
☎２３－５１３８・５１７６）

米子市立図書館ビジネス支援（要事前申込）
●「起業・経営なんでも相談会」
とき・ところ　５日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）
●「起業・事業融資相談会」
とき・ところ　５日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　日本政策金融公庫米子支店（☎３４－５８２１）
●「ビジネス情報相談会」
とき・ところ　17日（金）午後１時～３時・２階研修室
予約先　鳥取県立図書館（☎０８５７－２６－８１５５）
●「よなご若者サポートステーション出張相談」
とき・ところ　21日（火）午後１時～５時・２階研修室
予約先　よなご若者サポートステーション（☎２１－８７６６）
●「特許無料相談」
とき・ところ　28日（火）午後１時～４時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）

４月の米子市営住宅入居者
募集はありません

今月の市営住宅入居者の募集はありません。
※次回の市営住宅入居者募集は５月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

ＪＩＣＡボランティア　平成27年度春募集ＪＩＣＡボランティア　平成27年度春募集
　青年海外協力隊・シニア海外ボランティアの平成27年度
春募集を４月１日（水）～５月11日（月）の間実施します。
　募集に伴い、青年海外協力隊・シニア海外ボランティアの
体験談・説明会を行ないます。鳥取・島根会場は次のとおり
です。参加費無料・予約不要・入退室自由ですので、お気軽
にご参加ください。
青年海外協力隊・シニア海外ボランティア『体験談＆説明会』
期 日 区 分 開催時間 場 所

４ 月 ４ 日
（土）

シニア 午後２時～４時 松江テルサ４階
研修室１青年 午後４時～６時

４月12日
（日）

青年・シニ
ア合同 午後２時～４時 とりぎん文化会館

２階　第２会議室
■問合せ　ＪＩＣＡ中国　ボランティア係

（☎０８２－４２１－６３０５、ＦＡＸ０８２－４２０－８０８２、
Ｅメール :jicacic-jocv@jica.go.jp、ホームページ : www.
jica.go.jp）

精神障がい者家族相談ダイヤル
・家族による家族のための電話相談です。
・相談料無料（通話料は別途かかります。）
・匿名でも相談はお受けします。
■と き　毎月第１･３木曜日　午後１時～４時
■電話番号　０９０－３８８０－３４９８
■実 施 者　鳥取県精神障害者家族会連合会

戦争体験を語ってくださる方を募集します
　米子市立山陰歴史館では、戦後70年目の節目を迎える本
年に、戦争体験者の方からお話をお聴きし戦争体験談記録集
を作成し、平和の大切さを伝える資料として活用していくこ
とを計画しております。
　戦争の体験談をお話ししていただける方は、山陰歴史館に
お電話ください。取材日程を調整させていただき、担当者が
伺います。
■募集期間　４月６日（月）～６月末
■対象　米子市に在住の戦争体験者の方、またその家族の方
■聞き取り内容　従軍、学徒動員、防空演習や空襲被害、食
生活、防空壕掘り、竹やり訓練、疎開児童の受け入れなど、
戦時中の体験や目撃談
※記録集には、お名前・年齢などを掲載いたしますが、掲載
を希望されない方はお伝えください。
■問合せ　山陰歴史館　担当：山本（☎２２－７１６１）



有

料

広

告

■申込・問合せ
健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　米子市福祉保健総合センター　
（ふれあいの里）３階

■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場
合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手
帳がないと受けられません。「予防接種と子どもの健
康」の冊子を読んできてください。体温は接種会場で
測ります。

対 象 児 接 種 日
H26年10月26日～ H26年10月31日生 ４月９日（木）
H26年11月１日～ H26年11月15日生 ４月24日（金）
H26年11月16日～ H26年11月30日生 ５月７日（木）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受け
ていない方も受けてください。（平成25年４月から、対象
年齢が12か月未満に変更となりました。）

３種混合予防接種の
追加接種は終わりましたか？
３種混合予防接種は計４回です

　このたび、３種混合ワクチンの製造が終了しました。
　１期初回接種が途中までの方、１期初回接種（３回）
は終了したが追加接種がまだの方は、早めの接種をお勧
めします。母子手帳を確認して、接種がまだの方は早め
に接種しましょう。
■対象年齢　生後３か月から７歳６か月未満
■接種回数

▼１期初回（３回）：20日以上の間隔をおいて
（標準的には20日から56日の間隔をおいて）

▼１期追加（１回）：１期初回接種終了後６か月以上の間
隔をおいて

（標準的には12か月から18か月までの間隔をおいて）
◎費用は無料です。
◎接種場所は米子市委託医療機関です。事前に電話連絡

（予約）してください。

高齢者の肺炎球菌ワクチン
接種を行ないます

　対象となる年齢の方で成人用肺炎球菌ワクチン未接種の方を対象
に、肺炎球菌ワクチン接種を実施します。接種期間は４月から平成
28年３月末までになりますので、接種をご希望の方は、注意事項を
ご確認のうえ、忘れずに接種をお願いします。
【注意事項】
１　受診券は３月末に送付しました。紛失等された場合は、再交付

しますので、健康対策課までご連絡ください。
２　市では予防接種歴を把握できないため、対象年齢の方全員に

受診券をお送りしていますが、過去に任意で接種した方はこの
受診券を使ってワクチン接種を受けることはできません。接種
歴にご注意ください。

【対象者】
①次の表の生年月日の方

65歳となる方 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生
70歳となる方 昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生
75歳となる方 昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生
80歳となる方 昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生
85歳となる方 昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生
90歳となる方 大正14年４月２日～大正15年４月１日生
95歳となる方 大正９年４月２日～大正10年４月１日生
100歳以上の方 大正４年４月２日～大正５年４月１日生

② 60～64歳で、心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫
不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方

後期高齢者医療人間ドック
―申込みを受け付けます―

■対象者　「後期高齢者医療制度」により医療を受けられる方（おも
に75歳以上）※原則として後期高齢者医療保険料を滞納していな
い方
■検査項目　問診、身体測定、血圧、心電図、採血（血液学的検査・
生化学検査・腫瘍マーカー・免疫学検査）、腹部超音波検査、尿検査、
便潜血検査（大腸がん検診）、胸部Ｘ線（肺がん検査）（問診で医師
が必要と判断した方には「たん」の検査が追加されます。）、胃検査（胃
がん検診）　※胃検査は、バリウムを使用するＸ線検査（レントゲン）
と内視鏡検査（胃カメラ）を選択できます。（両方実施可能な医療機
関のみ）
■受診費用（個人負担金）　6,500円（※「たん」の検査が必要な方
は、6,800円）の予定
※胃内視鏡検査を受けられる方は、医師の所見によっては別途保険

診療扱いになることがあります。
■受診期間　平成27年７月～12月
（６月下旬に後期高齢者人間ドックの受診券をお送りします。）
■申込方法　４月30日（木）までに、健康対策課成人保健係（☎２３
－５４５２・５４５８）に電話でお申し込みください。

※ご注意
後期高齢者医療人間ドック（おもに75歳以上）を受
診される場合、 米子市が実施する「後期高齢者の健
康診査」「胃がん検診」「大腸がん検診」「肺がん検診」
を重複して受診することはできません。
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「いきいき健康ライフ教室」参加者募集
―みんなで楽しく運動してみませんか？―

　「わかっていても、なかなか変えられない ･･･ 生活習慣」。今までの生活
を振り返り、運動習慣を自分自身のものにして、より健康的に過ごすため
の10回シリーズの教室を開催します。
■と き　5/11･18、6/8･29、7/6･13、8/3、9/14、10/5･19（すべて
月曜日）の10回シリーズ ※時間はいずれも、午後１時30分～３時30分
■ところ　ふれあいの里
■対象者　40～64歳の方で、昨年度の健診結果の脂質・血圧・血糖値・
肥満のいずれかが要指導だった方
■募集人数　50人（申込多数の場合、初めての方優先）※ 参加無料
■内 容　体力測定、ウォーキング・ストレッチ体操・エアロビクスなど
の実技、あなたに合った運動・栄養処方、健康講義など
■講 師　鳥取大学医学部社会学講座病態運動学分野　加

か と う

藤敏
と し あ き

明さんほか
■申込方法　４月17日（金）までに、健康対策課（☎２３－５４５２、５４５
８）に電話でお申し込みください。

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
★生後91日以上の犬を飼っている方には、狂犬病予防法により、犬の登録をする／毎年４～６月に狂犬病予防注射を受けさせる／鑑
札と狂犬病予防注射済票を犬に着けておくことが義務付けられています。集合注射は４月に公民館などで実施します。ご都合の良い会
場、または動物病院で予防注射を受けてください。（６月の集合注射の実施は市役所のみです。）
★鳥取県西部地区の動物病院で、犬の登録と狂犬病予防注射済票の交付手続きを行なうことができます。予防注射を受けるときは、３
月にお送りした通知ハガキ（狂犬病予防注射済票交付申請書）をお持ちください。通知ハガキが届かない方は、健康対策課（☎２３－
５４５１）までご連絡ください。通知ハガキがないと、動物病院では注射済票の交付はできませんのでご注意ください。

◆ご用意いただくもの　 ▼初めての登録の方…料金6,050円のみ　 ▼すでに登録済の方…犬の登録証、通知ハガキ、料金3,050円
■集合注射日程
月 日 場 所 時 間 月 日 場 所 時 間

４月10日（金）

成 実 公 民 館 午前９時30分～10時

４月16日（木）

米 子 市 淀 江 支 所 午前９時30分～10時
尚 徳 公 民 館 午前10時20分～10時50分 淀 江 公 民 館 午前10時30分～11時10分
春 日 公 民 館 午後１時40分～２時20分 大 篠 津 公 民 館 午後２時～２時30分
県 公 民 館 午後２時50分～３時40分 崎 津 公 民 館 午後３時～３時40分

４月12日（日） 米子市役所正面玄関前 午後１時～２時

４月17日（金）

錦 海 団 地 集 会 所 午前９時30分～10時

４月13日（月）

大 高 公 民 館 午前９時30分～10時 湊 山 体 育 館 前 午前10時20分～10時40分
巌 公 民 館 午前10時20分～10時50分 福 生 西 公 民 館 午後１時20分～１時50分
住 吉 公 民 館 午後１時40分～２時20分 福 生 東 公 民 館 午後２時10分～２時40分
加 茂 公 民 館 午後２時50分～３時30分 皆 生 浄 化 セ ン タ ー 午後３時～３時20分

４月14日（火）

河 崎 公 民 館 午前９時30分～10時

４月20日（月）

義 方 公 民 館 午前９時20分～10時
三 本 松 ２ 区 公 民 館 午前10時30分～10時50分 啓 成 公 民 館 午前10時20分～10時50分
五 千 石 公 民 館 午後１時40分～２時20分 富 益 公 民 館 午後１時40分～２時30分
永 江 公 民 館 午後２時40分～３時10分 夜 見 公 民 館 午後２時50分～３時20分

４月15日（水）

和 田 公 民 館 午前９時20分～９時50分

４月21日（火）

どらパー米子市民体育館 午前９時30分～10時
彦 名 公 民 館 午前10時20分～11時 車 尾 公 民 館 午前10時20分～10時50分
宇 田 川 分 館 午後１時40分～２時20分 福 米 東 公 民 館 午後１時30分～２時10分
大 和 分 館 午後２時40分～３時10分 福 米 西 公 民 館 午後２時30分～３時

６月７日（日） 米子市役所正面玄関前 午後１時30分～２時30分

■犬の登録と狂犬病予防注射済票の交付手続ができる動物病院
病院名（所在地） 電話 病院名（所在地） 電話 病院名（所在地） 電話

しん動物病院（淀江町） ５６－２１８０ 山崎動物病院（両三柳） ２４－４０７６ よしの犬猫病院（境港市） ２１－７５４１
山本動物病院（長砂町） ３２－０９００ ふじい動物病院（両三柳） ２１－８８０８ 木嶋動物病院（伯耆町） ６８－５３００
ヒルズ動物病院（新開） ３６－９２７６ ai動物クリニック（東福原） ３５－００３１ ナスパル動物病院（大山町） 0858-58-2060
レオ動物病院（美吉） ３０－２７３５ やじまアニマルクリニック（境港市） ４７－１５５０ 産業動物臨床研究所（大山町） ５３－８８３３
米子動物医療センター（米原） ３２－８０８２ たかもり動物病院（境港市） ４４－８１７１

健康づくり＆クッキング教室
　男性のための、料理の基礎を中心とした調理実習、健康
づくりに役立つ知識を深める教室です。
　仲間をつくり、楽しい時間をすごしませんか？
■と き　5/26、6/26、7/30、8/28、9/29、10/27、
11/26、12/15 の８回シリーズ
※時間はいずれも、午前10時～午後１時30分
■ところ　ふれあいの里　３階　栄養指導室
■対象者　市内にお住まいの男性
■募集人数　40人　■費用　材料費実費（400円程度）
■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具　ほか
■申込方法　４月17日（金）までに、健康対策課（☎２３
－５４５８、５４５２）に電話でお申し込みください。
※応募多数の場合は、初めての方を優先し、抽選としま
す。申込みをされた方に、４月下旬に通知します。
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プラネタリウム「春の星座解説」
平日…午後２・３時、春休み中
の平日（６日まで）…午前11時・
午後２・３時、土・日・祝日…
午前11時・午後１・２・３・４
時の投影。幼児・70歳以上の
方無料、小中高校生50円（土・
日・祝日は無料）、大人310円。
ナイトプラネタリウム
４日（土）午後７時30分～８
時10分、大人310円、70歳
以上の方無料。月に一度の夜
の投影です。昼間の投影時間
は都合がつかない方も、ぜひ
お越しください。
天体観望会「皆既月食を見よう」
４日（土）午後８時30分～９
時30分。対象：どなたでも可、
40人、無料。電話受付中。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
12日（日）午前11時～11時
30分。対象：幼児～大人。
紙芝居のじかん
18日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
25日（土）午後２時15分～２
時45分。対象：幼児～大人。

じどぶん育児相談室「ままこん」
22日（水）午前10時～正午。
予約不要、相談無料。元保育
士が子育て中の保護者の悩み
の相談にのります。
木のおもちゃクラブ「もくも
く」初心者の日
22日（水）午前10時～正午、
対象：大人。はがきサイズの
木のパズルを作ります。４人、
参加費450円。８日（水）か
ら電話受付開始。
みなとやまプレーパーク（協力：み
なとやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日、午前10時～午後
４時30分。外で思いっきり遊
びます。対象：幼児～大人、無料。
児童文化センターボランティア募集
天体観測・図書室・プレーパーク・
敷地内美化・各種イベントの運
営補助・工作等の遊びのボラン
ティアを募集しています。くわ
しくは児童文化センターまで。
伯州綿を育てて今年の干支の
ひつじをつくろう！
５月23日（土）から全５回、午前
10時～11時30分、講師：ねこ
じゃらし中原さん。対象：小学
３年～中学生の親子（小学５年以
上は１人の参加も可）、10組20人。
参加費１人500円。電話受付中。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込み（１週間前まで）。

新米子市誕生10周年記念・平
成27年度米子市美術館特別
共催展 「安野光雅の世界展 日
本の原風景から平家物語まで」
会期：25日（土）～５月31日（日）
まで［会期中無休］。観覧料　
一般：800（600）円、中学・高
校生：500円、小学生以下無料
※（　）内は15人以上の団体
および、障がいのある方（付き
添い１人含む。）の料金。※中
学・高校生の15人以上の団体
および障がいのある方（付き添
い１人を含む。）、70歳以上の方
は当日100円割引。※そのほ
か各種割引あり（割引重複利用
不可）。くわしくは美術館まで。
◎関連事業
記念講演会
25日（土）午後２時～３時30分（開
場：午後１時30分）。講師：津和
野町立安野光雅美術館館長　大
矢鞆音さん。米子市立図書館２
階研修室。定員：100人※聴講
無料。要入場券もしくは半券。
絵本のおはなし会
安野光雅が挿絵を描いた絵本
のおはなし会を米子市立図書
館の司書が行ないます。28日
（火）午後２時～（30分程度）。
米子市美術館第２展示室※申
込不要。要当日有効入場券。
歌の風景－ミニコンサート－
安野光雅の作品の題材となった
歌のミニコンサートを米子市文
化ホール童謡講座受講生の皆さ
んの協力により行ないます。29
日（水・祝）午後４時～（20分
程度）。米子市美術館１階ホール。
※申込不要。要当日有効入場券。
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　１日、８日、
15日、22日

企画展「もっと知りたい！米
子城Ｖｏｌ．４（仮称）」
米子城に関する資料を展示し
ます。会期：25日（土）～６
月21日（日）※予定。会場：
山陰歴史館第１展示室。
■開館時間　午前９時30分～午後
６時（入館は午後５時30分まで。）
■今月の休館日　毎週火曜日

常設展開催中
米子市で発掘された主な出土
品を紹介しています。
■観覧料　無料
■開館時間　午前９時30分
～午後５時
■今月の休館日　30日と毎
週火曜日。

つつじ読書会
４日（土）午後２時、２階研
修室。『経済学の考え方』（前
半）宇

う ざ わ

沢弘
ひろふみ

文：著　岩波新書
※次回５月２日（土）
楽しく漢文に学ぶ会
５日（日）午前10時30分～11時
30分、２階研修室。「こども論
語塾」、対象：こども。午後１時
30分、対象：大人。『論語新釈』
宇
う

野
の

哲
てつ

人
と

：著（講談社学術文庫）
を読みます。※次回５月10日（日）
おはなし会（１階おはなしのへや）
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜日：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分。
★14日（火）（毎月第２火曜日：
図書館職員）午後４時～
絵本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。



有

料

広

告

★ストーリーテリング（語り）
の会（対象：４・５歳から大人ま
で）18日（土）午前11時～11時
30分（協力：米子おはなしかご）
古文書研究会
25日（土） 午後１時30分、２
階研修室。古文書入門「多

た

比
び

能
の

実
み

知
ち

久
く

佐
さ

」（日吉津村石原
家から雲州母

も り

里西村家に嫁い
だ美

み

須
す

女
じ ょ

の諸国巡礼旅日記）
を読む。講師：中

な か

　宏
こ う

さん。
こころの相談会（要事前申込）
８日（水）午後２時～４時、２
階研修室。予約先：ライフサ
ポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８）（平日
午前９時30分～午後５時30分）
トークセッション「山陰柴犬
のルーツと魅力」
12日（日）午後２時～３時30分、
２階研修室。長年、山陰柴犬を
飼っておられる飼い主さんに
よるトークセッション。参加無
料。問合せ：中村真生子さん（☎
０８０－１９１０－０７８９）
こどもの読書週間行事
★ 19日（日）おはなし会
おはなし会と絵本づくり（対
象：乳幼児）午前10時40分～。
物語を聞く会としおりづくり

（対象：幼・小学生）午後２時～
★展示「子どもにおくる本」
等（18日（土）～５月末まで）
ギャラリー

▼「きみと歩む道～山陰柴犬（か
れん）との一年～」　主催：中
村真生子さん。18日（土）午後
４時まで。 ▼「国際児童絵画展」
主催：市民自治推進課。19日（日）
～５月13日（水）まで。 ▼「山
岳写真展示」主催：角明男さん。
23日（木）～５月13日（水）まで。
★ビジネス支援は15ページ
■開館時間　平日：午前９時
～午後７時、土・日・祝日：
午前10時～午後６時

■今月の休館日　毎週月曜
日、30日（月末資料整理）。

手作り自然教室「野鳥のステ
ンシル教室」
無地の布に、かわいい野鳥の
ステンシルをいれてみません
か。19日（日）午前10 時～正
午。対象：小学生以上先着20
人、要予約。参加費：500円（入
館料含む。親子一律）。持ち物：
Ｔシャツやハンカチなど、ス
テンシルしたい無地の布製品

（無地の素材がない方は、教室
で100円から購入できます。）
第５回園児が描いた鳥の絵展
幼稚園・保育園児が描いたか
わいい鳥の絵を展示します。
29日（水・祝）～５月31日（日）
開館時間中いつでも。
自然観察会「草笛に挑戦しよう！」
水鳥公園内に生えている草で
草笛を作って鳴らしてみま
しょう。29日（水・祝）午前
10時～10時45分。対象：小
学生以上、当日受付。
手作り自然教室「オリジナル
バードコールを作ろう！」
小鳥の鳴き声が鳴らせる小道
具を作ります。短時間で作れ
てとても簡単です。５月２日

（土）～６日（水）開館時間中
いつでも。対象：小学生以上。
材料費：１個につき100円。
自然観察会「春の昆虫ウォッ
チング！」
冬眠から目覚めた昆虫たちを
探して観察してみましょう。
５月２日（土）午前10時～正午。
対象：小学生以上、当日受付。
ＧＷ自然観察会「水鳥公園一
周ネイチャーウォーク！」
普段入れない、園内の自然保
護区内をぐるりと一周しなが

ら自然観察をします。５月３
日（日・祝）午前10時～正午。
対象：小学生以上、当日受付。
ＧＷ自然観察会「昔の中海の
貝殻を掘ろう！」
約1500年前に中海にいた貝
の殻を発掘して標本にしま
す。５月４日（月・祝）午前
10 時～午後１時。対象：小
学生以上、定員30人、要予約。
ＧＷ自然観察会「夜のコウモ
リウォッチング！」
日没後から活動を始めるコウモ
リを観察して、コウモリが出す
超音波を特別な機械で聞いてみ
ます。５月５日（火・祝）午後７時
～８時。対象：小学生以上、当日
受付。持ち物：懐中電灯、防寒着。
ＧＷ自然観察会「水鳥公園
バックヤードツアー」
普段観ることができない、ネ
イチャーセンターの裏側を特
別にご案内します。５月６日

（水）午前10時～11時。対象：
小学生以上、定員10人、要予約。
世界渡り鳥の日＆愛鳥週間記念企
画「カモの足跡標本を作ろう！」
野鳥保護区内に入ってカモな
どの足跡を見つけ、石膏を流
し込んで足跡標本を作ります。
５月９日（土）午前９時30分～
正午。対象：小学生以上、定
員15人、要予約、参加費500円。
●会場はすべて水鳥公園ネイ
チャーセンターです。
●米子水鳥公園の催しへの参
加には入館料が必要です。手作
り自然教室の参加費は、入館料
を含めた親子一律の料金です。
●入館料は、高校生～69歳の
方は310円、その他は無料です。
●水鳥公園のイベントは、とっ
とり県民カレッジ連携講座です。
■開館時間　午前９時～午後
５時30分
■今月の休館日　30日、５

月７日と毎週火曜日

４月ロビー展　押し絵とお細工もの
出展者：森

もり

　美
み や こ

也子さん
「花はなコンサート」
19日（日）午後１時30分～。
ジャズ（萬屋カルテットさ
ん）、揚琴演奏ほか
■入園料　大人200円、小・中学
生50円。（市内にお住まいの方の
料金。受付でお申し出ください。）
■開園時間　午前９時30分
～午後５時
■今月の休園日　８日、22日

素鳳ふるさと館常設展『桃の
節句と菖

しょうぶ

蒲の節句』
期間：５月11日（月）まで、入
館料：250円。
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
「手しごとのストール展」
豊かな自然に寄り添いながら生
み出される手仕事のストールを
ご覧ください。期間：15日（水）
～５月25日（月）。入館料：無料。
手仕事体験教室※手仕事体験教
室への参加は素鳳ふるさと館ま
で電話でお申し込みください。
●「皐月のつるし飾り」
菖蒲の節句に向けて、季節の
つるし飾りを作りましょう。
18日（土）または19日（日）
午後１時30分～３時間程度。
定員：10人。参加費：2,500円。
●「鯉のぼりの絵付け」
陶芸家　陶風舎・松本尚子さん
を講師に迎え、陶芸体験教室
を開催します。26日（日）①午
後１時～②２時30分～。定員：
各回10人。参加費：2,000円。
■開館時間　午前９時～午後５時
■今月の休館日　14日、28日
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　水鳥公園で、お客様からよく「オシドリはいますか？」というご質
問をいただきます。水鳥公園では日常的にオシドリが見られるわけで
はないので、このような場合、オシドリはいませんとお答えするので
すが、全くいないわけではありません。
　水鳥公園にオシドリがやって来るのは、秋と春の渡りの時期です。
ただし、ほとんどの場合はその日限りで、翌日には姿を消しています。
渡りの途中に数羽がちょっと一休みに立ち寄るだけで、居つくことは
ありません。
　それではなぜ、水鳥公園にはオシドリがあまりやってこないのでしょ
うか。その理由は、オシドリが好む生息環境にあります。
　水鳥公園は、コハクチョウの保護運動によって誕生した施設です。

そのため、園内の環境はコハクチョウ好みに整備されており、その環境を好むその他大勢の鳥たちがコハクチョ
ウと一緒に暮らしています。コハクチョウ好みの環境とは、水深が浅くて広い、見晴らしのよい湿地です。さらに、
越冬中の食物がまかなえる、広大な水田地帯が隣接していることが重要です。一方、オシドリ好みの環境は、人
があまり近づかず、森に囲まれた木陰が多い池です。そして、池の周囲には、主食であるドングリが豊富な広葉
樹林が広がっていることが理想的です。このように、コハクチョウとオシドリは好みの生息環境が全く違います。
そのため、オシドリとコハクチョウが同時に見られる場所はほとんどありません。
　また、オシドリといえば、皆さんは背中に銀

い ち ょ う ば ね

杏羽がある色鮮やかな姿を連想されると思います。ところが、水
鳥公園で見られるオシドリはあまり美しくありません。実は、オシドリが美しいのは冬だけで、秋と春の渡りの
時期は、夏の地味な羽と冬の美しい羽が混在した、換

か ん う

羽途中の姿であることが多いのです。つまり、水鳥公園では、
オシドリに出会うこと自体が珍しい上に、美しい姿をしたオシドリはさらに珍しいのです。
　冬鳥の観察にはちょっと季節はずれなこの時期ですが、水鳥公園に立ち寄っていただくと、旅の途中のオシド
リに出会えるかもしれません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米子水鳥公園指導員　桐

き り は ら

原佳
け い す け

介

水鳥公園からのたより
オシドリ

４月に見られる生きものたち
鳥類：カルガモなどのカモ類、コサギなどのサギ類、ハマシギなどのシギ類、チュウヒなどのタカ類、
ツバメなどの小鳥類、カイツブリ、オオバン　ほか。

「よなごの宝88選」から
　藤

と う な い

内稲
い な り

荷　　《宝No.25》　　観音寺戸上
　法勝寺川沿いの米

よね が わ

川取水口横に、「藤
とう な い

内稲
い な り

荷神社」の額が掛けら
れた赤い鳥居があります。石段を登っていくと戸

と か み や ま

上山の中腹に小
さな祠

ほこら

があります。正式には「保
うけ も ち

食神社」。保
うけもちの

食神
かみ

、市
いち

杵
き し ま

島姫
ひめの

命
みこと

を
祀っています。一般には「トウナイさん」と呼んで、藤内、十内
の字があてられています。大山町上

じょう

万
ま ん

の橋
はし

姫
ひ め

狐、尾
お だ か

高・森の三
み か さ

笠
狐とともに伯耆の三大狐とされる「藤内狐」の伝承で有名です。
　この神社に仕える白狐は、愛宕町総

そう せ ん

泉寺
じ

の大狸を騙
だま

し討ちにし
たり、人を化かして恨みを買っていました。あるときこれを見破
られ、焼

やき ご て

鏝で尻を焼かれて川に飛び込んで冷やしました。この辺
りの法勝寺川を「尻

しり

焼
や き

川
が わ

」とも呼ぶのはこのためだといわれてい
ます。
　「藤内」は、平安時代に安来市広瀬町東

ひがし

比
ひ

田
だ

で化け物退治をした
北
ほく め ん

面の武
ぶ し

士・藤
とう な い

内民
み ん ぶ

部藤
ふじ

原
は ら

信
の ぶ

貞
さ だ

にちなむものとされています。同様の話は、悪
いた ず ら

戯をす
る狐を懲

こ

らしめるのが馬
ま ご

子であったりお爺さんであったり、鏝
こて

も鍬
くわ

、火
ひ ば し

箸、松
たい ま つ

明など
に変わって語られ、松江市や安来市にも伝わっています。
　観音寺戸上には戦国時代に城が築かれ、山

さん ろ く

麓には城下町もありました。江戸時代も
車尾方面から日野方面に通う往来の一つであり、渡り場もありました。賑わいは車屋、
豆腐屋、油屋、酒屋、紺屋、薬屋、瀬戸屋などの屋号にもうかがえます。
　藤内稲荷の祭日は４月の第１日曜日。子どもからお年寄りまで祠の前に集まり、涼
風と水音を感じながら春のひとときを過ごします。【よなごの宝88選実行委員会】

ツバメ
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